
参考

平 成 ２ １ 年 度 文 化 庁 予 算 （ 案 ） の 概 要

（ ）総 表 単位：百万円

前年度予算額 平成２１年度 対 前 年 度
区 分

（ 当 初 ） 増 減 額 伸 率予 定 額

１０１，７５５ １０２，０１２ ２５７ ０．３％文 化 庁

※国立国語研究所移管分を含む。

（ ）主 な 内 容 単位：百万円

平成２１年度
主 要 事 項 前年度予算額 比較増△減額

予 定 額

１５，０７８ １５，４２５ ３４７文 化 芸 術 創 造 プ ラ ン の 推 進

○ ７，０４６ ７，１５６ １１０最高水準の舞台芸術公演・伝統芸能等への
重点支援等

２，１７６ ２，０７３ △ １０３○ 新進芸術家やアートマネジメント人材等の
育成

５，８５６ ６，１９６ ３４０○ 感性豊かな文化の担い手育成プランの推進
－こどもの文化芸術体験活動の推進－

３７，４９８ ３８，２３２ ７３４文 化 財 の 次 世 代 へ の 継 承

８，９７０ ９，５０１ ５３１○ 保存修理・防災施設等の推進

２８，５２８ ２８，７３１ ２０３○ 保存整備・活用等の推進

４３，２６８ ４２，７８３ △ ４８５日 本 文 化 の 戦 略 的 発 信

○ 日本文化の海外への戦略的発信 ２，９７８ ３，１３４ １５６

○ 文化財の国際協力の推進 ３１３ ３２３ １０

○ 文化発信のための国内基盤の整備 ３９，９７７ ３９，３２６ △ ６５１

（注）計数はそれぞれ四捨五入しているため、合致しないことがある。



○ アートマネジメント専門の職員を配置し、特色ある芸術性の高い創造活動等を行うとともに、他の文化施設等から
中堅の現職アートマネジメント担当職員等を受入れ資質向上のための指導助言を行う。このようなアートマネジメン
ト専門人材を活用した質の高い文化芸術活動を展開する劇場・音楽堂等に対して、専門職員の配置及び中堅職員
等の指導助言にかかる必要な経費を支援する。

○ 積算内容
・アートマネジメント専門の職員の配置にかかる経費
・アートマネジメント専門講座の実施経費
・実施施設：５施設

○ プログラム内容（例）
自館の専門人材を活用し、他館から受け入れた中堅職員を指導するとともに、自主制作公演等を実施。
・オペラ、バレエ等の自主制作
・多彩で豊富なメニューの実現
・マーケティングに基づく新たな観客層の発掘
・企業等からの資金調達
・コンシェルジュによる顧客満足度の向上

アートマネジメント重点支援事業

専門的なアートマネジメント人材の育成及び活用に取り組む文化施設に対し重点支援を行い、我が国におけるアート
マネジメントの推進を図る。

平成21年度予定額１０１百万円

１．アートマネジメント重点支援事業 ８２百万円（新規）

２．アートマネジメント人材の育成に関する調査研究 ６百万円（新規）

３．アートマネジメント研修 １３百万円

舞台技術者の継続的な育成を図るため、舞台芸術者に求められる知識・技能などを体系的・総合的にまとめた教材
編纂及び舞台芸術者の認定制度について調査研究を実施


